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○KDS-EN6、KDS-DEC6 クイックスタートガイド  

 

このガイドは KDS-EN6、KDS-DEC6 を最初に設置する時にお役立てください。 

 

・STEP1: 以下の同梱品をご確認ください。 

□KDS-EN6、または KDS-DEC6 ビデオエンコーダーまたはビデオデコーダー 

□ラックマウントブラケットセット（エンコーダー、デコーダーに各 1 台） 

□クイックスタートガイド（英文）（梱包あたり 1 冊） 

※AC アダプター(DC 48V)は別売です。（Kramer 製品名：PS-4801） 

 

・STEP2: 設置 

KDS-EN6、または KDS-DEC6 をラックにマウントする時は、RK-T2B-B ラックアダプター

をご使用ください。または、底面にゴム足を装着してテーブル上に置いて使用することも出

来ます。同梱の M3x8 のネジ 2 本で機器の両端をブラケットに留めてください。同梱の平ネ

ジでマウント面に固定してください 

 

・STEP3: 接続                                                                

  

接続前には全ての機器の電源を切ってく

ださい 

より良い品質でのご利用のためには

Kramer 製の高品質 HDMI ケーブルをご

使用されることをお勧めします。 
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・STEP4: 電源投入 

KDS-EN6、KDS-DEC6 本体は出荷時には PoE 給電に設定されています。もし PoE 給電デバ

イスを接続しない場合は、24-48V の DC 電源を給電してください。Kramer でも別売で取り

扱っております。もし DC 電源が接続された時には PoE は自動的に無効になります。 

 

・STEP5: 機器の設定 

○チャネルボタンによる KDS-EN6 と KDS-DEC6 の IP アドレスの設定（IP アドレスの初期

設定値は共に 192.168.1.39 です）： 

1. 本体に 24-48V の DC 電源を供給します。ON の LED が緑色に点灯し、LINK ランプが

点滅します。（ストリーミング信号がないことを示しています） 

2. ▼ボタンを 3 秒以上長押しします 

3. ▲または▼ボタンで、DHCP（DH）か Static（SC）の IP アドレスモードを切り替えま

す 

4. DHCP を選択した場合 

・ KDS-DEC6 では、▲または▼ボタンを 3 秒長押しして選択を保存します。 

チャネルディスプレイに”--“が 3 回点滅して本体が再起動します。 

・ KDS-EN6 ではチャネルディスプレイに”ID”が 3 回点滅します。KDS-EN6 のチャ

ネル番号の設定に進みます。 

注：DHCP に設定する時は、IT のシステム管理者とご相談されることをお勧めします。 

5. Static を選択した場合： 

・ ▲と▼ボタンを 3 秒長押しして選択を保存します。 

チャネルディスプレイに”IP”が 3 回点滅して IP アドレスの下 2 桁が表示されます 

6. ▲または▼ボタンで IP アドレスを設定します 

7. ▲と▼ボタンを 3 秒長押しして、設定を保存します 

 

○チャネルボタンによるチャネル番号(チャネル ID)の設定： 

・ KDS-DEC6 では▲または▼ボタンでいつでも選択できます 

・ KDS-EN6 では IP アドレスが設定された直後に設定できます（Static、DHCP にかかわ

らず） 

 

○KDS-EN6 のチャネル番号の設定： 

1. チャネルディスプレイで“ID”が 3 回点滅するまで待ちます 

2. ▲または▼ボタンで IP チャネル番号を設定します 
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3. ▲と▼ボタンを 3 秒長押しして、設定を保存します。 

チャネルディスプレイに”--”が 3 回点滅して本体が再起動します 

 

○Web ページ経由の IP アドレスの設定： 

1. KDS-EN6/KDS-DEC6 の LAN コネクターをネットワークに接続して電源を入れます 

2. 内蔵 Web ページにアクセスします（デフォルト IP アドレスは 192.168.1.39 です） 

3. Network タブの IP モードを選択します 

4. Static を選択した場合、IP アドレスを入力します。 

5. Apply をクリックして本体を再起動します。 

 

○Web ページ経由のチャネル番号の設定： 

1. KDS-EN6/KDS-DEC6 の LAN コネクターをネットワークに接続して電源を入れます 

2. 内蔵 Web ページにアクセスします（デフォルト IP アドレスは 192.168.1.39 です） 

3. System タブで Utilities を選択します 

4. コンソール API コマンドテキストボックス内で、以下のコマンドを入力します。 

・KDS-EN6/DEC6 共通 

・ “Switchto X” 

(X はチャネル番号(1~255)：10 未満の場合は 1 桁で入力, 10~99 は 2 桁) 

・ Apply をクリックします 

・KDS-DEC6 の場合は本体前面の▲または▼ボタンでもダイレクトにチャネル番号が変

更出来ます。KDS-EN6 は上記 API コマンドのみで変更出来ます。 

・API コマンドを入力して Apply をクリックした時に、”Command not supported? 

Try again”というメッセージが出ることがありますが、少し待って本体前面のインジケー

ターのチャネル表示が変更されれば正常です。 

 

・ファームウエアバージョンが V7.2NP 以降の場合は、KDS-EN6/DEC6 とも Web メ

ニューから直接チャネル番号を設定できる項目が追加になっています。 
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○KDS-EN6、KDS-DEC6 取扱説明書 

 

3 概要 

 

クレイマーKDS-EN6 エンコーダーおよび KDS-DEC6 デコーダーは HDCP2.2 に準拠した 4K 映像、

音声、IR 信号、RS-232 および USB over IP の各信号を IP ネットワーク上で伝送します。 

 

 

KDS-EN6 と KDS-DEC6 の対応する機能： 

・ 映像：HDMI 4K@60Hz (4:2:0) , HDMI 4K@30Hz (4:4:4) 

・ 音声：HDMI 重畳/ Line-in, 7.1 PCM, ドルビーTrue-HD, DTS-HD マスターオーディオ 

・ 多重化信号：IR, USB, RS-232 

・ ネットワーク：マネージスイッチ, Giga Base, マルチキャスト, ジャンボフレーム,   

IGMP スヌーピング Layer2。この仕様を持つギガビットスイッチと組み合わせてお使いくだ

さい。 

・ 電源：PoE または外部パワーサプライ 

・ コントロール：Kramer Network, Kramer Control, WEB UI, API 

・ HDCP 2.2 準拠 

・ フレキシブルなビデオウォール設定 

・ サイズ：Mega TOOLS® , ラックマウントアダプターRK-T2B-B を使用して、1U のラック

に 2 台を並べてマウント可能 
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3.1 KDS-EN6 の説明 

 

図 1 KDS-EN6 エンコーダー前面 

No. 名称 機能 

1 チャネル選択ボタン チャネル ID を▲または▼で選択します 

(起動時に IP アドレスが表示された直後のみ) 

2 チャネルディスプレイ 選択されたチャネルを表示します。チャネル番号が 99

を超えた場合には”100 インジケーター”のドットが表

示されます（例：124 の時は [24.]、224 の時は

[2.4.]）1~255 までのチャネルが表示できます。 

3 STATUS LED システム内のデバイス状況を表示します。もしプロト

コル 3000 の FIND-ME コマンドをシステムに送信中

は、この LED が 5 秒間点滅します。 

4 ON LED 起動中は点滅し、動作中は点灯します 

5 LINK LED デコーダーKDS-DEC6 とのリンクが張れ、AV 信号の

伝送が出来たら点灯します。 

信号が伝送できないときは点滅します 



7 

 

KRAMER ELECTRONICS 日本総代理店 

株式会社コイケ 映像営業部 

 

図 2 KDS-EN6 エンコーダー背面 

 

No. 名称 機能 

6 LAN/POE            

RJ-45 コネクター 

LAN ケーブルをつないでネットワークに接続します 

本ポートは PoE 対応です 

LAN LED：データ伝送中は緑の LED が点滅します 

PoE LED：電源供給中はオレンジの LED が点灯します 

7 HDMI IN コネクター HDMI 信号ソースを接続します 

8 RS-232(Tx,Rx,Gnd)

ターミナルブロックコ

ネクター 

RS-232 コントロールデバイスを接続します（デコー

ダー側に接続されたデバイスのコントロール用） 

9 IR Rx φ3.5mm ミニ

ジャック 
IR 受光ユニットを接続します 

10 IR Tx φ3.5mm ミニ

ジャック 
IR エミッターを接続します 

11 LINE IN φ3.5mm ミ

ニジャック 
オーディオ信号ソースを入力します 

12 RESET ボタン KDS-EN6 を初期設定に戻す時に押します 

13 USB Type B ポート PC などの USB ホストに接続します 

14 DC IN 24-48V 電源

ターミナルブロックコ

ネクター 

DC24V-48V 出力の AC アダプターを接続します 

(Kramer 製品名 PS-4801) 
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3.2 KDS-DEC6 の説明 

 

図 3 KDS-DEC6 デコーダー前面 

No. 名称 機能 

1 IR Tx φ3.5mm ミニ

ジャック 

IR エミッターを接続します 

2 IR Rx φ3.5mm ミニ

ジャック 

IR 受光ユニットを接続します 

3 RESET ボタン KDS-DEC6 を初期設定に戻す時に押します 

4 チャネル選択ボタン チャネル ID を▲または▼で選択します 

5 チャネルディスプレイ 選択されたチャネルを表示します。チャネル番号が 99

を超えた場合には”100 インジケーター”のドットが表

示されます（例：125 の時は[25.]、225 の時は

[2.5.]）1~255 までのチャネルが表示できます。 

6 USB Type A ポート x2 マウスやキーボードを接続します 

7 STATUS LED システム内のデバイス状況を表示します。もしプロト

コル 3000 の FIND-ME コマンドをシステムに送信中

は、この LED が 5 秒間点滅します 

8 ON LED 起動中は点滅し、動作中は点灯します 

9 LINK LED エンコーダーKDS-EN6 とのリンクが張れ、AV 信号

の伝送が出来たら点灯します 

信号が伝送できないときは点滅します 
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図 4 KDS-DEC6 デコーダー背面 

No. 名称 機能 

10 
LAN/POE  

RJ45 コネクター 
LAN ケーブルをつないでネットワークに接続します 

本ポートは PoE 対応です 

LAN LED：データ伝送中は緑の LED が点滅します 

PoE LED：電源供給中はオレンジの LED が点灯します 

11 LAN RJ45 コネクター LAN ケーブルをつないでネットワークに接続するか、

直接 KDS-EN6 に接続します 

    この LAN ポートは、カスケード接続にて、次の段の KDS-DEC6 に接続できます 

12 HDMI OUT コネクター HDMI を受信する機器を接続します（モニター等） 

13 RS-232 (Tx, Rx, GND) 

ターミナルブロック 
RS-232 にて制御される機器を接続します 

14 L, R オーディオ 

RCA コネクター 

アクティブスピーカーやパワーアンプ等を接続します 

15 DC IN 24-48V 電源

ターミナルブロックコネ

クター 

DC24V-48V 出力の AC アダプターを接続します 

(Kramer 製品名 PS-4801) 
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4 初期設定 

KDS-EN6/DEC6 を設置する前に： 
・ 固定 IP あるいは DHCP にて IP アドレスを設定します 

・ チャネル番号を設定します。1~255 までの 255 のチャネルの中から選択できます。 

チャネル番号が 99 を超えた場合は、インジケーターの右下のドットが点灯します 

  100 番台の場合はドットが 1 個、200 番台の場合は 2 個点灯します 

・ KDS-EN6/DEC6 は、PoE 給電（RJ-45 LAN/PoE 端子使用）または AC アダプターからの 

24-48V DC 電源で動作します 

もし 24-48V 電源が接続された時には、PoE 給電は自動的に無効になります 
・ KDS-EN6/DEC6 の IP アドレスとチャネル番号の設定の仕方は以下の通りです 

➢ 本体のチャネルボタンを使用（4.1 章を参照） 

➢ 内蔵 WEB ページを使用（4.2 章を参照） 

 

4.1 チャネルボタンを使用した初期設定 

初期設定では以下の項目を設定します。 

➢ IP アドレス 

➢ チャネル番号 

4.1.1 IP アドレスの設定 

本体の IP アドレスをチャネルボタンで設定する手順は以下の通りです。 

（IP アドレスの初期設定値は共に 192.168.1.39 です） 

 

1. 本体の LAN/POE の RJ-45 コネクターを LAN ケーブルでネットワークに接続します。ネッ

トワークが PoE に対応していない場合は、24-48V の DC 電源を供給します。ON の LED

が緑色に点灯し、LINK ランプが点滅します（ストリーミング信号がないことを示していま

す） 

2. ▼ボタンを 3 秒以上長押しします 

3. ▲または▼ボタンで、DHCP（DH）か Static（SC）の IP アドレスモードを切り替えます 

4. DHCP を選択した場合 

・ KDS-DEC6 では、▲または▼ボタンを 3 秒長押しして選択を保存します 

チャネルディスプレイに”--“が 3 回点滅して本体が再起動します 

・ KDS-EN6 ではチャネルディスプレイに”ID”が 3 回点滅します。KDS-EN6 のチャネ

ル番号の設定に進みます 
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DHCP に設定する時は、IT のシステム管理者とご相談されることをお勧めします 

5. Static を選択した場合： 

・ ▲と▼ボタンを 3 秒長押しして選択を保存します 

チャネルディスプレイに”IP”が 3 回点滅して IP アドレスの下 2 桁が表示されます 

6. ▲または▼ボタンで IP アドレスを設定します 

チャネルボタンでの設定では、IP アドレスは下 2 桁しか設定できません。完全な IP

アドレス番号を設定したい場合は、WEB ページでの設定を行ないます(4.2.1 項参照) 

7. ▲と▼ボタンを 3 秒長押しして、設定を保存します 

 

4.1.2 チャネル番号の設定 

KDS-DEC6 では▲または▼ボタンでいつでも選択できます 

KDS-EN6 では IP アドレスが設定された直後に設定できます（Static、DHCP にかかわらず） 

 

○KDS-EN6 のチャネル番号の設定： 

1.  チャネルディスプレイで“ID”が 3 回点滅するまで待ちます 

2.  または▼ボタンで IP チャネル番号を設定します 

3.  ▲と▼ボタンを 3 秒長押しして、設定を保存します 

チャネルディスプレイに”--”が 3 回点滅して本体が再起動します 

 

4.1.3 IP アドレスとチャネル番号の確認 

現在設定されている IP アドレスとチャネル番号はいつでも確認できます 

 

○IP アドレスとチャネル番号の確認方法： 

1.  ▲を 3 秒長押しします 

2.  チャネルディスプレイに”IP”が 3 回点滅した後、IP アドレスの下 2 桁が 3 秒間表示されま

す。続いてチャネル番号の表示に変わります 

 

4.2 WEB ページを使用した初期設定 

WEB ページでは以下の項目を設定します 

➢ IP アドレス (4.2.1 項参照) 

➢ チャネル番号 (4.2.2 項参照) 
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4.2.1 IP アドレスの設定 

内蔵 WEB ページ経由では、以下の手順で IP アドレスの全桁の設定が出来ます 

1. KDS-EN6/KDS-DEC6 の LAN コネクターをネットワークに接続して電源を入れます 

2. 内蔵 Web ページにアクセスします（詳細は 6 章参照） 

3. Network タブの IP モードを選択します (詳細は 6.3 章参照) 

4. Static を選択した場合、IP アドレスを入力します。 

DHCP に設定する時は、IT のシステム管理者とご相談されることをお勧めします 

5. Apply をクリックして本体を再起動します 

 

4.2.2 チャネル番号(ID)の設定 

チャネル番号を設定するには API コマンドを使用します。KDS-DEC6 では通常使用中に▲▼ボタ

ンでダイレクトに変更することも可能です。 
 

KDS-EN6 のチャネル番号は通常動作中は定常的に維持されます。一方 KDS-DEC6 デコー

ダーではリンクする KDS-EN6 エンコーダーによって変更させる必要がありますのでダイナミッ

クに変更可能です。これによってネットワーク中の異なるエンコーダーにリンクさせることが出来

ます。 

チャネルは 1~255 番の任意の番号から選べますので、Unicast の接続ではネットワークの容量に

依存しますが、原理的に 255 通りの 1 対 1 接続が可能です。 

 

設定手順は以下の通りです 

1. KDS-EN6/KDS-DEC6 の Ethernet ポートをネットワークに接続して電源を入れます 

2. 内蔵 Web ページにアクセスします (詳細は 6 章参照) 

3. System タブで Utilities を選択します (詳細は 6.1.3 項参照) 

4. コンソール API コマンドテキストボックス内で、以下のコマンドを入力します 

・KDS-EN6/DEC6 共通 

・ “Switchto X” 

(X はチャネル番号：10 未満の場合は 1 桁で入力、10~99 は 2 桁で入力) 

・ Apply をクリックします 

 API コマンドは Telnet から直接入力することも可能です。Telnet のポート 24 を使用し、 

ログイン ID ”root”、パスワードなしで使用できます。 

・API コマンドを入力して Apply をクリックした時に、”Command not supported? Try 
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again”というメッセージが出ることがありますが、少し待って本体前面のインジケーターの

チャネル表示が変更されれば正常です。 

 

・ファームウエアバージョンが V7.2NP 以降の場合は、KDS-EN6/DEC6 とも Web メ

ニューから直接チャネル番号を設定できる項目が追加になっています。 

 

 



14 

 

KRAMER ELECTRONICS 日本総代理店 

株式会社コイケ 映像営業部 

5 KDS-EN6 と KDS-DEC6 の接続 

 

KDS-DEC6 に接続するデバイスは、接続する前に電源を切ってください。KDS-DEC6 に接

続した後、電源に接続し、電源を入れます 

 

KDS-EN6 と KDS-DEC６を接続する前に、以下の点に注意ください。 

 イーサネット経由で接続する場合は、ギガピットイーサのマルチキャスト対応スイッチ

を使用し、ジャンボフレーム(8k 以上)と IGMP スヌーピングの使用が有効になっている

こと 

 KDS-EN6/DEC6 をネットワークに接続する LAN ケーブル（BC-UNIKAT など）は

100m を超えないこと 

 KDS-EN6 の EDID は初期値で動作します。もし受信側のデバイスの EDID をコピーし

たい場合は WEB ページにて行なってください 

 

4 章の初期設定手順に従って KDS-EN6 と KDS-DEC6 を下記のいずれかの方法で設定します 

 ユニキャスト設定：1 対 1 のエンコーダー対デコーダー間接続（5.1 章参照） 

 マルチキャスト構成での設定：マルチキャストでの設定では以下の構成ができます 

➢ エンコーダー1 台対複数のデコーダー (5.2 章参照) 

➢ 複数のエンコーダー対複数のデコーダー (マトリックススイッチャー構成)(5.3 章参

照) 

➢ ビデオウォール構成 (5.4 章参照) 

 KVM(キーボード・ビデオ・マウス)設定：複数のエンコーダー対 1 台のデコーダー 

(5.5 章参照) 

 

5.1 KDS-EN6/DEC6 1 対 1 の構成（ユニキャスト設置） 

KDS-EN6 と KDS-DEC6 をエンコーダーとデコーダーシステムとして 1 対 1 で接続できます

（図 5 参照） 

KDS-6 シリーズのユニキャストでの最大同時接続数は１です。1 台のエンコーダーから複数の

デコーダーに同時配信する場合はマルチキャスト（デフォルト）設定でご使用ください 

エンコーダーとデコーダーは直接あるいは LAN 経由で接続されます 

KDS-EN6/DEC6 に接続するデバイスは、接続する前に電源を切ってください。KDS-

EN6/DEC6 に接続した後、電源に接続し、それぞれのデバイスの電源を入れます 
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エンコーダーとデコーダーに接続するシステム例を図 5 に示します 

 

1 HDMI 信号源（メディアプレーヤーなど）を KDS-EN6 の HDMI IN コネクターに接続

します 

2 モニターなどの HDMI 表示機を KDS-DEC6 の HDMI OUT コネクターに接続します 

3 KDS-DEC6 の LAN コネクターと KDS-EN6 の LAN コネクターをイーサネットケーブ

ルで直接接続するか、LAN 経由で接続します 

4 もし PoE により給電されていなければ、KDS-EN6/DEC6 に 24-48V DC の AC アダ

プターから電源供給してください（図 5 には記載していません） 

5 必要に応じて PC やコントローラーなどを KDS-EN6 の RS-232 のターミナルブロック

コネクターに接続します 

6 必要に応じて USB ポートを下記のように接続します 

 KDS-EN6 側では PC を USB タイプ B ポートに接続します 

 KDS-DEC6 側ではマウスやキーボードを 2 つある USB タイプ A ポートに接続しま

す 

7 必要に応じてアンバランスステレオ音声の信号を KDS-EN6 の LINE IN コネクターに

接続し、オーディオアンプなどのアンバランスステレオ音声の受信機器を KDS-DEC6

の AUDIO OUT コネクターに接続します 

8 KDS-EN6 に接続されているメディアプレーヤー等の機器を、必要に応じてデコーダー

KDS-DEC6 側から IR でコントロールすることが出来ます 

 KDS-DEC6 側では別売の Kramer の外部 IR センサーを IR Rx コネクターに接続し

ます 

 KDS-EN6 側では別売の Kramer の IR エミッターを IR Tx コネクターに接続し、メ

ディアプレーヤー等の機器の IR 受光部にエミッターの発光部を取り付けます 

 

メディアプレーヤー用の IR リモートコントローラーからの信号は、外部 IR センサーで

受信され、イーサネットケーブルあるいは LAN 経由で IR エミッターに送られ、メディ

アプレーヤーのリモコン受光部に届きます 

9 逆に、KDS-DEC6 に接続されているディスプレイ等の機器を、必要に応じてエンコー

ダーKDS-EN6 側から IR でコントロールすることが出来ます 

 KDS-EN6 側では別売の Kramer の外部 IR センサーを IR Rx コネクターに接続しま

す 
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 KDS-DEC6 側では別売の Kramer の IR エミッターを IR Tx コネクターに接続し、

ディスプレイ等の機器の IR 受光部にエミッターの発光部を取り付けます 

 

ディスプレイ用の IR リモートコントローラーからの信号は、外部 IR センサーで受信さ

れ、イーサネットケーブルあるいは LAN 経由で IR エミッターに送られ、ディスプレイ

のリモコン受光部に届きます 

IR 信号はリンクしている機器間のみで伝送できます 

10 KDS-DEC6 に接続されているディスプレイ等の機器を、必要に応じてエンコーダー

KDS-EN6 側から RS-232 でコントロールすることが出来ます 

 PC からの RS-232 ケーブルを KDS-EN6 の RS-232 ターミナルブロックコネク

ターに接続します 

 KDS-DEC6 側では RS-232 ターミナルブロックコネクターをディスプレイの RS-

232 コネクターに接続します 

RS-232 双方向信号は、ディスプレイと、KDS-EN6 に接続された PC 間でやり取りさ

れます 
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図 5 エンコーダー/デコーダーシステムの接続例 
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5.2  １対多の構成 

1 台のエンコーダーと複数のデコーダーを以下の方法で接続できます 

 LAN スイッチャーによる 1 対多接続：LAN スイッチのポートに 1 台のエンコーダーを

接続し、他の複数のポートを複数のデコーダーと接続する (5.2.1 項参照) 

 カスケード接続による 1 対多接続：1 台のエンコーダーをまず 1 台のデコーダーに接続

し、そのデコーダーのもう一つの LAN コネクターに次のデコーダーを接続して次々に

カスケード接続していく (5.2.2 項参照) 

 マルチキャスト接続で配信しますので、ネットワークの容量の許す範囲内で映像解像度

に従ったデータ容量にて配信可能台数が決まります。 

 

5.2.1 LAN スイッチャーによる 1 対多接続 

この構成では映像ソースは LAN スイッチを経由してストリーミングされ、全てのディスプレイ

に表示されます 

 

この 1 対多接続では LAN スイッチに接続された 1 台のエンコーダーと複数のデコーダーから構

成されており、それぞれのデコーダーにディスプレイが接続されています 

 

デバイスの構成 

 全ての KDS-EN6 と KDS-DEC6 にそれぞれ異なった IP アドレスが設定されているこ

とを確認する (4 章参照) 

 全てのデバイスが同じチャネルに設定されていることを確認する (4 章参照) 

 KDS-EN6、KDS-DEC6 ともマルチキャスト設定になっていることを確認する（6.3.2

項参照） 
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図 6 LAN スイッチャーによる 1 対多接続 

5.2.2 カスケード接続による 1 対多接続 

この構成では映像ソースからエンコーダーを通してストリーミングされた信号は最初のデコー

ダーでカスケードされ、もう一つの LAN コネクターから次のデコーダーに送られます。同様に

次々にカスケードされて複数のデコーダーに届きます。それぞれのデコーダーにディスプレイが

接続されています。 

 

デバイスの構成 

 全ての KDS-EN6 と KDS-DEC6 にそれぞれ異なった IP アドレスが設定されているこ

とを確認する (4 章参照) 

 全てのデバイスが同じチャネルに設定されていることを確認する (4 章参照) 

 KDS-EN6、KDS-DEC6 ともマルチキャスト設定になっていることを確認する（6.3.2

項参照） 
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図 7 カスケード接続による 1 対多接続 

5.3  多対多の構成 (マトリックス構成) 

ここでは複数の映像ソースが LAN スイッチを通してストリーミングされ、リンクされた複数のデ

コーダーに配信される構成を示します 

この多対多の接続では LAN スイッチに接続された複数のエンコーダーと複数のデコーダーから構

成されており、それぞれのデコーダーにディスプレイが接続されています 

 

デバイスの構成 

 全ての KDS-EN6 と KDS-DEC6 にそれぞれ異なった IP アドレスが設定されているこ

とを確認する (4 章参照) 

 KDS-EN6、KDS-DEC6 ともマルチキャスト設定になっていることを確認する（6.3.2

項参照） 

 KDS-EN6 エンコーダーはすべて異なるチャネルに設定され、デコーダー側は受信する

エンコーダーに合わせてチャネルを設定する (4 章参照) 
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図 8 多対多マトリックス接続 

5.4  ビデオウォール設定 

ビデオウォールの設定では、複数のデコーダーに対して 1 台のエンコーダーから信号を送信

し、ビデオウォールを構築します。 

ビデオウォール構成には、LAN スイッチに接続されたエンコーダーと複数のデコーダーが含

まれ。これらが合わさってビデオウォールを組み上げます。各モニタースクリーンはデコー

ダーの HDMI 出力に接続されます。 

 

KDS-EN6 と KDS-DEC6 はそれぞれビデオウォールのレイアウトの中でその場所を定義さ

れます。各 KDS-EN6 には行番号が設定され、その行の中の位置番号で定義されます。位置

の定義は、通常ベーシックセットアップの中で一度だけ定義されます。 

 

PC のコントローラーを LAN に接続し、エンコーダーとデコーダーをコントロールしてビデ

オウォールを組み上げることが出来ます。 

 

ビデオウォールの設定には 3 つの基本手順があります 

 ビデオウォールのマウント 

 デバイスの設定 

 ビデオウォールの構成 
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5.4.1 ビデオウォールのマウント 

ビデオウォールのマウントを行なう前に、全てのエンコーダーとデコーダーに異なる IP アド

レスが設定されていることを確認ください。 

 KDS-EN6/DEC6 に接続される機器は、接続前に必ず電源を切り、接続されたら電源

をつないで、スイッチを入れてください 

 

3x3 のビデオウォールの場合のマウント例 

1. HDMI のビデオソースを KDS-EN6 の HDMI 入力につなぎます 

2. KDS-EN6 の LAN/PoE ポート(RJ45)に LAN スイッチからのケーブルを接続します 

3. 9 台の KDS-DEC6 の LAN ポートに LAN スイッチからのケーブルを接続します 

4. 9 台の KDS-DEC6 の HDMI 出力をそれぞれディスプレイに接続します 

5. ディスプレイを 3x3 のビデオウォールの形状に設置します 

6. 全ての接続が正常かを確認します 

7. システムの電源を入れます。 
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図 9 ビデオウォール設定 

5.4.2 デバイスのセットアップ 

ビデオウォールを構成するには以下の手順で行ないます 

1. LAN に接続された PC でインターネットブラウザを立ち上げます 

2. ブラウザのアドレスバーに、接続するエンコーダーまたはデコーダーのデバイスの IP

アドレスを入力します 

3. WEB ページが開いたら、”Functions”タブで“Enable Video Wall”（ビデオウォールを

有効にする）にチェックを入れます (6.4.1 項参照) 

4. “Network”タブで、“Casting Mode”で”Multicast“（マルチキャスト）を選択します 

(6.3.2 項参照) 

5. “Video Wall”タブを選択します 
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6. “Basic Setup”(ベーシックセットアップ)の中で、”Bezel and Gap Compensation” 

(ベゼルとギャップの補正)の内容を設定します(6.2.1.1 項参照) 

7. “Wall Size”（ビデオウォールの大きさ）と”Position Layout”（場所の配置）を設定し

ます(6.2.1 項参照) 

8. “Apply To”のドロップボックスを開き、目的のデバイスがどの位置に配置されるかを

選択します （デバイスを変えるごとに新しい WEB ページを開く必要はありません） 

9. 全てのデコーダーに対して上の手順を繰り返します 

 

 

 

5.5 KVM 設定 

ここで説明する構成では、複数のエンコーダーと 1 台のデコーダーがネットワークに接続されて

おり、デコーダー側は USB ポートにマウスとキーボードが、HDMI ポートにディスプレイが接続

されています。エンコーダー側ではそれぞれの USB ポートと HDMI ポートに 1 台づつ PC が接続

されています。 

 

この構成でデコーダー側のキーボードとマウスで、エンコーダー側の PC を操作が出来ます。必要

な設定は以下の通りです： 

 全ての KDS-EN6 と KDS-DEC6 にそれぞれ異なった IP アドレスが設定されていることを

確認する (4 章参照) 

 全ての KDS-EN6 にそれぞれ異なった ID 番号が割り振られていることを確認する。デコー

ダー側では、操作したい PC が接続されているエンコーダーの ID 番号と同じ番号を選択

して使用する 
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図 10 KVM 設定 
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6 内蔵 WEB ページを使用する 

KDS-EN6/DEC6 の内蔵 WEB ページは、イーサネットを介して本機の設定を行ったり、動作

の制御を行ったり出来ます。KDS-EN6/DEC6 をネットワークに接続し、同じネットワークに

接続された PC などのブラウザーから IP アドレスで内蔵 WEB ページにアクセスします 

（パスワードなしでアクセスできます） 
KDS-EN6/DEC6 の内蔵 WEB ページでは以下のことが出来ます 

 システム状態の確認と変更 (6.1 章参照) 

 ビデオウォールの設定 (割愛) 

 ネットワークの設定 (6.3 章参照) 

 動作機能の設定 (6.4 章参照) 

ブラウザーを使用する PC は、KDS-EN6/DEC6 と同じドメイン内に置いてください。サブ

ネットマスクは 255.255.0.0 を推奨します 

 

6.1 システム状態の確認と変更 

“System”タブでは以下の操作が出来ます。 
 システムのバージョン情報の確認 (6.1.1 項参照) 

 ファームウェアのアップデート (6.1.2 項参照) 

 システムユーティリティーの設定 (6.1.3 項参照) 

 工場出荷状態への設定 (6.1.3.1 項参照) 

 システム状態の確認 (6.1.4 項参照) 

6.1.1 システムのバージョン情報の確認 

“Version Information“のタイトルをクリックしてバージョン情報を表示します。 

 
図 11 “System” - バージョン情報 



27 

 

KRAMER ELECTRONICS 日本総代理店 

株式会社コイケ 映像営業部 

 

6.1.2 ファームウェアのアップデート 

ファームウェアのアップデートを行なうには以下の手順に従います。 
1. “System”タブの中で、“Update Firmware”のタイトルを選択します 

 

図 12 “System”- ファームウェアアップデート 

2. “Choose File” ボタンをクリックして、PCの中のファームウエアのファイルを 

リストから選択し、OKを押して確定します 

 
図 13 “System” - ファームウェアファイルの選択 

この操作をキャンセルする場合は”Choose File” をもう一度クリックし、ファイル
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一覧のウィンドウを開いてから”Cancel”をクリックします 
3. “Upload”をクリックしてアップデート手順が完了するまで待ちます。 

 

6.1.3 システムユーティリティの設定 

ユーティリティの設定を行なうには以下の手順に従います。 
1. “System”タブの中で、”Utilities”を選択します。 

     

 
図 14 “System” – KDS-DEC6 のユーティリティ 

2. 以下の操作を実行します。 

 工場出荷状態に戻すには”Factory Default”ボタンをクリックします 

（6.1.3.1項参照） 

 システムを再起動するには”Reboot”ボタンをクリックします 

 システムにコマンドを送るには、”Console API Command” のテキスト 

ボックスにAPIコマンドを入力して”Apply”ボタンをクリックします 

 システムからの返り値は”Output”ボックスに表示されます 

 

 

KDS-EN6では、EDIDの初期値を選択することが出来ます。値を選択して”Apply”を 
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クリックします。 

 
図 15 “System” – KDS-EN6 のユーティリティ 

6.1.3.1 工場出荷設定に戻す 

システムを工場出荷設定の状態に戻すには、”Factory Default”ボタンをクリックしま

す。（図 14 または図 15 参照） 

Factory Default を実行すると、現在の IP アドレスは初期状態(192.168.1.39)に戻り

ます。最後に接続した IP アドレスでは手元の Web ブラウザから接続できなくなりま

すのでご注意ください。IP アドレスは接続したディスプレイの画面上への表示、ある

いは、K-Upload のような IP アドレス検知ソフトを用いることで知ることができます。 

工場出荷状態に戻したあと、必要に応じてマルチキャストモードに設定します 

Factory Default を実行しても EDID はリセットされません 
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6.1.4 システム状態の確認 

KDS-EN6/DEC6 の“Statistics” には、機器状態、ネットワーク、ビデオ（EN6 では

EDID の情報を含む）、およびディスプレイの各情報を表示します。 

 
図 16 “System” – ユーティリティの機器状態とネットワーク情報 
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KDS-EN6 では EDID 情報も下図のように表示します。 

 
図 17 “System”- ユーティリティのビデオ情報 
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6.2 ビデオウォールの設定 

ビデオウォールは複数のディスプレイ画面で構成されており、各タイルを組み合わせて 1 枚の

大きい画像を形づくります。ビデオウォールの中のディスプレイはそれぞれ KDS-DEC6 に接

続されて、特定のポジションに設定されている必要があります。ポジションの設定はベーシッ

クセットアップの中で通常 1 回だけ行なわれます。 

 

KDS-EN6/DEC6 それぞれのデバイスの WEB ページの“Video Wall”タブの中でビデオウォー

ルの設定が出来ます。 
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6.2.1 ベーシックセットアップ 

ビデオウォールの構成設定には“Basic Setup”を使用します 

 

ビデオウォールの設定は以下の手順で行ないます 

1. “Video Wall”のタブで ”Basic Setup”を選択 

 

図 18 “Video Wall” – Basic Setup 
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2. 下記の設定を行ないます 

・ ベゼルとギャップの補正を0.1mm単位で行ないます。(ほとんどの場合、全部のビデ

オウォール内のディスプレイに共通です)（6.2.1.1項参照） 

・ ビデオウォールのサイズを規定するために、縦方向のモニターの数を”Vertical 

Monitor Count”で、横方向のモニターの数を”Horizontal Monitor Count” 

で設定します（6.2.1.2項参照） 

・ ビデオウォールのレイアウト内で、特定のデコーダーの縦位置と横位置を設定します

(6.2.1.2 項参照) 

・ 必要に応じて”Stretch Type”(ストレッチタイプ)を設定します(Fit in または Stretch 

Out) (6.2.1.3 項参照) 

・ 必要に応じてイメージの回転を”Clockwise Rotate”（右回り回転）にて設定します

(6.2.1.3 項参照) 

・ 選択したデバイスの OSD を有効にします(6.2.1.3 項参照) 

3. ベーシックセットアップが終了したら、セットアップを適用するデバイスを(this, any 

other device, all the devices)の中から選択し、Apply をクリックします 

 

図 19 “Video Wall” – ベーシックセットアップの適用 

4. ビデオウォール上の各デバイスにベーシックセットアップを適用します。 

 

6.2.1.1 ベゼルとギャップの補正 

ベゼルとギャップの補正のためにモニター/ディスプレイの縦横のサイズを設定します。 

この項目が必要なければここの値は 0 に設定します 
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この項目の入力値は、0.1mm 単位です。数字は完全な形で入れてください 

項目 機能 

OW モニターのベゼルを含んだ外形の幅 

OH モニターのベゼルを含んだ外形の高さ 

VW 画像を表示する領域の幅 

VH 画像を表示する領域の高さ 

 

6.2.1.2 ビデオウォールのサイズとポジションのレイアウト 

ビデオウォールのサイズとレイアウトを定義します 

項目 機能 

Vertical Monitor Count 縦方向のモニターの数を入力します 

Horizontal Monitor Count 横方向のモニターの数を入力します 

Row Position 特定のモニターの縦方向の位置を入力します 

Column Position 特定のモニターの横方向の位置を入力します 

それぞれのモニターは接続されている KDS-DEC6 に設定されている固有の IP ア

ドレスによって定義されます 

 

6.2.1.3  Preferences 
ビデオウォールの各種設定を行ないます 

項目 機能 

Stretch type “Stretch Out”を選択すると元のビデオソースのアス

ペクト比を保持します  

“Fit In”を選択するとスクリーンに入るようにアスペク

ト比を調整します 

Clockwise Rotate ビデオを０度、180 度または 270 度回転します 

Show OSD 各モニターにポシションを表示させる場合はここを

チェックします。ビデオウォールにポシションを表示

させるとモニターを特定するのに役立ちます 

 

6.2.2 アドバンストセットアップ 
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ベーシックセットアップだけで通常は十分ですが、ビデオウォールのレイアウトの中で、特定

のデバイスや縦位置(行)、横位置(列)を選ぶことも出来ます 

 

図 20 “Video Wall”- Advanced Setup 特定のデバイス、行、列の選択 

 

特定のデバイス、行、列を設定するには以下の手順で行ないます 

1. "Video Wall”のタブの中で “Advanced Setup”を選択します 

2. 以下の変更を実行します 

・ ベーシックセットアップへとリセットします（6.2.1 項で定義した通り） 

・ stretch(ストレッチ)と rotation(回転)を設定します 

・ 画面レイアウトを変更します（縦横の数も変更できます） 

・ 位置情報の変更をします（デバイス/行/）列） 

・ イメージを垂直方向または水平方向にずらします 

・ 縦または横にイメージを拡大します 

・ API コマンドを送ります 
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図 21 “Video Wall”- Advanced Setup 

3. 変更を行なったら“Apply”ボタンをクリックして変更内容を確定します 
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6.3 ネットワークの設定 

“Network” タブでは、IP のモード、アドレス、キャスティング種別などを設定できます。 

 

6.3.1 IP の設定 

ネットワークパラメーター(IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ)が

下記 3 つの IP モードのうち一つから設定できます。 

 Auto IP:IP アドレスをランダムに設定します 

 DHCP：DHCPサーバーがIPアドレスを割り振ります(動的アドレス) 

 Static：手動でIPアドレスを設定します(静的アドレス) 

 

図 22 “Network” – IP 設定 

6.3.2 キャスティングモード 

キャスティングモードを Multicast(マルチキャスト)または Unicast（ユニキャスト）に

設定します。マルチキャスト送信は IP パケットをネットワーク上のホストグループに送

ります。ユニキャストストリームは受信側の特定の 1 つの IP アドレスに対して IP パ

ケットを送ります。 
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KDS-EN6 と KDS-DEC6 は同じキャスティングモードで使用します 

  1 対多の接続、多対多の接続のどちらにも対応できるマルチキャストモードへの設定 

を推奨します。初期設定はマルチキャストです。マルチキャストでの最大配信数は

ネットワーク容量とスイッチ構成に依存します。ネットワーク構成が許す限り何台で

も配信することが出来ます。ネットワーク担当者とご相談されることをお勧めします 

 

 

図 23 “Network” - キャスティングモード 

USB の操作をキャスティングモードに連動させたい時には”Auto select USB 
operation mode per casting mode” のチェックボックスにチェックを入れます 
 

6.4 動作機能の設定 

“Functions”タブでは、動作開始前にエンコーダーとデコーダーのシステムの以下の機能を

設定します。 

 ビデオ over IP (6.4.1 項参照) 

 USB over IP (6.4.2 項参照) 

 シリアル over IP (6.4.3項参照) 

6.4.1 ビデオ over IP 

ビデオ over IP を設定します。 

エンコーダーとデコーダーでセットアップが若干異なります 

 

Enable Video over IP と Enable Video Wall に必要に応じてチェックを入れます。エン

コーダーとデコーダーの両方にチェックします。 
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6.4.1.1 KDS-DEC6 の設定  

以下の設定を行い、それぞれ”Apply”をクリックして確定します 
 “Copy EDID from this Video Output”にチェックを入れると、この

KDS-DEC6 のビデオアウトに接続されているディスプレイの EDID を

KDS-EN6 に送ります。新しい EDID は、もしこの KDS-DEC6 が利用

出来なくなっても KDS-EN6 には保存されます 

 “Scaler Output Mode”の選択：プルダウンで Pass-Through（通過）、

Auto Detect (自動識別)、Full HD 1080p60、Full HD 1080p50、

Ultla HD 2160p30、Ultra HD 2160p25 の中から選択します 

 ”Timeout for Detecting Video Lost”でビデオ信号がなくなった時の動

作を選択：ビデオ信号の喪失を検出してから何秒間、前の映像を保持す

るかをプルダウンメニューから選択します。”Turn off screen on video 

lost” (ビデオ信号が喪失したら画面を消す)にチェックが入っている時に

有効です 

 

図 24 “Functions”- KDS-DEC6 の Video over IP 
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6.4.1.2 KDS-EN6 の設定  

以下の設定を行い、それぞれ”Apply”をクリックして確定します。 
 ネットワークにスループットの制限があるときには最大ビットレート

を”Maximum Bit Rate”のプルダウンから選択します。注：ビットレー

トを制限すると画質に影響を与えることがあります。特に制限しない場

合は”Best Effort”を選択します 

 最大フレームレートを”Maximum Frame Rate”のスライダーで選択し

ます。フレームに対して 0%から 100%の間で設定できます 

 
図 25 “Functions”- KDS-EN6 の Video over IP 
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6.4.2 USB over IP 

デコーダー側のUSBポート(タイプA)に接続されたマウス/キーボードで、エンコーダー側

のUSBポート(タイプB)に接続されたPCを操作できます。 
システムを起動する前に、エンコーダーとデコーダーのUSB over IP を設定します。 

 
図 26 “Functions” – KDS-DEC6 の USB over IP 

IP接続上でUSB信号の伝送を行なう場合には ”Enable USB over IP” にチェック 

を入れ、以下の設定を行ないます 

○ Operation Mode (オペレーションモード)：以下のうち一つのラジオボタンをチェッ

クします 
・ Auto Select(自動選択): 

ネットワークキャスティングモードの内容に従ってオペレーションモードを自

動的に選択します（6.3.2項参照） 

・ Active on Link(リンク時に有効)(ユニキャストモードでのデフォルト)： 

ユニキャストモードでは、接続（リンク）が完了した時に USB の接続が有効に

なります 

・ Active per Request(要求ごとに有効)(マルチキャストモードでのデフォルト)： 

マルチキャストモードでは、マウスを動かした人が操作権を持ちます。アク

ティブでない時には、他の USB デバイスが操作権を取得でき、アクティブにな

ります 

○ Compatibility Mode（共用モード）：以下のどちらかにチェックします 

・ Mouse not responding well(マウス動作不具合)：（KDS-EN6のみ） 

もしマウス動作が期待通りでなかったり遅すぎたりした時はここをチェックし

ます 



43 

 

KRAMER ELECTRONICS 日本総代理店 

株式会社コイケ 映像営業部 

・ K/M over IP：キーボード、マウス、タッチパネルなどの動きが期待通りでない

場合はここのチェックを外します 

USB ポートに接続されたキーボードやマウスのデバイスを手動で有効/無効に 

するには、ここのチェックを外した後で、以下のコマンドを実行して再起動し 

ます。 

 ast_send_event -1 e_start_usb 
 ast_send_event -1 e_stop_usb 
より詳しい情報はKDS-EN6/KDS-DEC6のAPIガイドを参照ください。 
www.kramerav.com/downloads/KDS-DEC6 

 
 

 

図 27 “Functions” – KDS-EN6 の USB over IP 
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6.4.3 Serial over IP  

エンコーダー側のRS-232ポートに接続されたPCで、デコーダー側のRS-232ポート 
に接続された機器をシリアル制御できます。 

シリアル信号(RS-232) over IP の設定をします。 

 

     

図 28 “Functions” – RS-232 over IP 

IP接続上でRS-232シリアル信号の伝送を行なう場合には ”Enable Serial over IP” 

にチェックを入れ、以下の設定を行ないます。チェックが入っていないとネットワーク経

由のシリアル伝送は出来ません 

システム内のデバイスに対してこの機能の設定を誤って行なうと画質に影響する

ことがあります 

 

○ Operation Mode (オペレーションモード)：以下の 3 つのタイプのうち一つのラジ

オボタンをチェックします 
・ Type 1 (ダイナミックボーレート)：KDS-DEC6 の RS-232 のボーレートは

特別な RS-232 コマンドによって設定可能です。KDS-EN6 に接続されている

PC からの RS-232 信号によってリダイレクトできます。固定ボーレート 

(115200 baud, 8N1) にて使用します。接続は動的に変更できます 

・ Type 2 (スタティックボーレート)：エンコーダーとデコーダー間で RS-232

のリダイレクトが自動的に確立されます。リダイレクトを設定するための専用

のコマンドを発行する必要はありません。 
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・ Type2 guest モード：ネットワークに接続された PC などのコントローラーか

ら UART ポート 1 をコントロールするために設定されたモードです。Type1 と

Type2 両方をサポートします。 

○ ボーレート設定：ここで RS-232 のフォーマットを設定します。KDS-EN6 と

KDS-DEC6 は同じボーレートである必要があります。 

 

シリアルコミュニケーション over IP についての詳細は 7.1 章を参照ください 
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7 KDS-EN6 と KDS-DEC6 の操作 

KDS-EN6 と KDS-DEC6 のユニットを接続したあと、接続設定、ネットワーク検索、および

画質や音質などの有効化を行なった後に次に進むことを推奨します。 

 

7.1 RS-232 over IPの設定 

エンコーダー側のRS-232ポートに接続されたPCからシステムを経由して、デコーダー側の 
RS-232ポートに接続された機器にRS-232シリアル制御信号を伝送します。 
使用状況に合わせて接続タイプを選択します（6.4.3項参照） 
 

7.1.1 Type 1 設定 

Type１の設定では、RS-232 のリダイレクトの指定は RS-232 コマンドによって行ないます。 
 下記の例では、2 台のエンコーダーと 2 台のデコーダーが LAN スイッチに接続されています。 

PC が KDS-EN6 #1 に接続され、ディスプレイがそれぞれ KDS-DEC6 に接続されています。

ディスプレイのボーレートは KDS-EN6 #1 の設定と異なります。 

 

図 29 “Serial over IP” – Type1 接続 
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注意： 

 エンコーダーのボーレートの設定は、常に 115,200baud , 8bit, no parity, 1 stop 

 RS-232コントローラー（PC）のボーレート設定も常に同様(115,200, 8N1) 

 

PCからKDS-DEC6 ＃1 にRS-232コマンドを送るには： 

1. エンコーダーとデコーダー双方の Serial over IP の Operation Mode が Type１に

なっていることを確認 

 

図 30 “Serial over IP” – Type 1 Operation Mode 

2. PC上で、ターミナルソフトを使用し、CTRL+Nを押します 

3. KDS-DEC6 #1の下記オープンコマンドを入力します 

“ast_c 0019fa0051b3 9600-8n1” 

(0019....51b3はデコーダーのMACアドレス、9600-8n1 はディスプレイの  
RS-232の設定) 

4. Enterキーを押します。 

KDS-EN6 #1 のRS-232信号がKDS-DEC6 #1 にリダイレクトされ、KDS-DEC6 

に接続されたディスプレイをPCからコントロールできます 

 

5. リダイレクトを止めるには、CTRL+N を押します 

 
7.1.2 Type 2 設定 

Type 2 の設定では、RS-232 のリダイレクトの指定は自動的に行なわれます。 
 下記の項目の確認だけが必要です。 

 エンコーダーとデコーダーがリンクしていること 
 RS-232がIP上を通っていること 
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 下記の例では、2 台のエンコーダーと 2 台のデコーダーが LAN スイッチに接続されていま

す。PC が KDS-EN6 に接続され、タッチパネルが両方の KDS-DEC6 に接続されています。 

 

タッチパネルのボーレートはシステム中のデバイスの共通の最小値に設定されます。 

 

図 31 “Serial over IP” – Type2 接続 

 
タッチパネルからPCに送られるRS-232信号を検出するには： 

1. エンコーダーとデコーダー双方がserial over IPの設定がされて、Type 2 

のオペレーションモードになっていることを確認する 

2. すべてのエンコーダーとデコーダーを共通の最低のボーレートに設定する 

例)、もしエンコーダーを115,200baudに設定してもタッチパネルのボーレ

ートが9600baudの場合、全てのRS-232を必要とするデバイス 

のボーレートを9600にする必要があります。 
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図 32 "Serial over IP” – Type2 Operation Mode 

3. PC上でターミナルソフトを使用してボーレートを9600に設定します 

 
7.1.3 Type 2 guest モード設定 

エンコーダー/デコーダーシステムにおいて、ネットワークに接続されたコントローラーから

デバイスの RS-232 と通信するには Type 2 ゲストモードを使用します。 

下記の例では、2 台のエンコーダーと 2 台のデコーダーが LAN スイッチに接続され、PC が同

じスイッチでネットワークに接続されています。 

 
図 33 "Serial over IP” – Type 2 guest 接続 
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PCからKDS-DEC6 #2 に接続されているディスプレイに RS-232コマンドを  

送るには： 

1. エンコーダーとデコーダー双方がserial over IPの設定がされて、Type 2 

guest のオペレーションモードになっていることを確認する 

 
図 34 "Serial over IP” –Type2 guest Operation Mode 

2. PC上で、ターミナルソフトを使用し、CTRL+Nを押します 

3. シリアル設定を115,200, 8N1にする 

4. Telnetユーティリティーを使い、ポート6752でアクセスします 

(169.254.3.2:6752) 

 
PC から RS-232 データを KDS-DEC6 #2 に送れるようになります 

 

7.2 USB over IPの設定 
詳細は6.4.2項と、5.5章を参照ください。 
 

7.3 IR over IP の設定 

周辺機器を IR over IP でコントロールできます。例えばエンコーダー側にあるメディアプ

レーヤーを、メディアプレーヤーの IR リモートコントローラーを使用してデコーダー側に接

続した IR 受光部経由でコントロールできます。 

16 ページの図 5 を参照ください。 

 

7.4 Fast ビデオスイッチング 
スイッチング時間を最適化するには下記を確認します： 
 システム中の全てのエンコーダーとデコーダーが同じファームウエアバージョンであること 

 現在のビデオストリーミングソースと新しいビデオストリーミングソースが以下であること 

➢ 同じ解像度、リフレッシュレート、スキャニングモード(インターレース/プログレッ

シブ)であること 
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➢ HDMI から HDMI または HDMI か DVI のスイッチングであること 

➢ 同じ HDCP モードであること 

➢ 同じ HDMI インフォフレームと Video quality table であること 

 

7.5 工場出荷設定へのリセット 

エンコーダーとデコーダーを工場出荷設定状態に戻すことが出来ます。 

 内蔵 WEB ページから行なう場合：6.1.3.1 項を参照ください 

 本体のチャンネルボタンから行なう場合は以下の手順に従います 

1. 本体の電源を切ります 

2. ▼ボタンを本体の電源が入るまで約 10 秒間押し続けます 

3. 電源が入った後、約５～8 秒後に工場出荷時設定が適用されます 
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8 技術仕様 

 KDS-EN6 KDS-DEC6 

入力 

HDMI x 1  

アンバランスステレオ音声入力 

  (φ3.5mm ジャック) x 1 Line レ

ベル 

RS-232 (ターミナルブロック) x 1 

USB (Type B) x 1 

IR (Rx)(φ3.5mm ミニジャック) x 1 

イーサネットポート(LAN/PoE) x 1 

IR (Rx)(φ3.5mm ミニジャック) x 1 

出力 
イーサネットポート(LAN/PoE) x 1 

IR (Tx)(φ3.5mm ミニジャック) x 1 

HDMI x 1  

アンバランスステレオ音声入力 

  (RCA ジャック)Lx1, Rx1 Line レベル 

RS-232 (ターミナルブロック) x 1 

USB (Type A) x 2 

IR (Tx)(φ3.5mm ミニジャック) x 1 

イーサネットポート(カスケード用) x 1 

ネットワーク 10M/100M/1000M 

ネットワークスイッチ 1G マルチキャスト、IGMP スヌーピング ノンブロッキング、レイヤー2 

ストリーミング RTSP ユニキャスト、マルチキャスト 

本体コントロール 
リセットボタン、チャンネル上下ボタン、7 セグメントディスプレイ 

LED インジケーター（STATUS/ LINK /ON) 

IR ワイドバンド 20kHz～60kHz 双方向 IR 伝送 

マネジメント API、Kramer コントロール、Kramer AV サービス(Kramer Network) 

 

音声エンコーディング/デコーディング仕様 

 KDS-EN6 KDS-DEC6 

音声圧縮方式 AAC-LC 

HDMI エンベデッド音声 

チャンネル 

PCM 2, 5.1, 7.1 チャネル, ドルビーデジタル 5.1 チャネル,  

ドルビーデジタルプラス 

ドルビーデジタル True-HD,  DTS5.1 チャネル,DTS-ES,  

DTS-HD High Resolution, DTS-HD Master Audio 
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映像エンコーディング/デコーディング仕様  

 KDS-EN6 KDS-DEC6 

映像圧縮方式 JPEG2000 

HDCP HDCP 2.2 準拠 

ビットレート 4K ピーク：850Mbps, 4K アベレージ：350Mbps, 1080p アベレージ：250Mbps 

対応解像度 

(リフレッシュレートは

全て 60Hz) 

4096x2160, 3840x2160, 1920x1200, 1920x1080, 1864x1050, 1856x1392, 1792x1344 

1728x1080, 1704x960, 1680x1050, 1600x1200, 1600x1050, 1600x900, 1536x960 

1440x900, 1440x576, 1440x480, 1400x1050, 1366x768, 1360x768, 1280x1024 

1280x960, 1280x800, 1280x768, 1280x720, 1224x768, 1152x864, 1152x720 

1024x768, 1064x600, 1024x384, 960x600, 848x480, 800x600, 768x480, 720x576 

720x480, 640x480, 640x400, 640x350 

 
一般諸元   

 KDS-EN6 KDS-DEC6 

電源 PoE、外部 AC アダプター 

消費電流 48V DC, 280mA max. 48V DC, 370mA max. 

動作温度 ０℃～40℃ 

保存温度 -40℃～70℃ 

保存湿度 10%～90% RHL (結露なし) 

外形寸法 19.0cm x 10.3cm x 2.3cm (W x D x H) 

重量 約 0.78kg 
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